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全
日
本
開
拓
者
連
盟
の
第

７８
回
通
常
総
会
が
６
月
９

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
「
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
で
開

催
さ
れ
た
。

菊
地
文
夫
委
員
長
の
開
会

挨
拶（
２
面
に
要
旨
）の
後
、

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
業
協
同

組
合
の
井
上
富
男
代
表
理
事

理
事
長
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
第
１
号
議
案
＝
２２

年
度
運
動
報
告
及
び
決
算
承

認
に
つ
い
て
、が
上
程
さ
れ
、

吉
川
事
務
局
長
に
よ
る
議
案

説
明
、
石
原
文
義
監
事
の
監

査
報
告
を
受
け
て
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
第
２
号
議
案
＝
２３

年
度
運
動
方
針
に
つ
い
て
、

第
３
号
議
案
＝
２３
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て
、
第
４
号
議

案
＝
２３
年
度
役
員
報
酬
の
決

定
に
つ
い
て
、
第
５
号
議
案

＝
２３
年
度
会
費
の
額
及
び
徴

収
方
法
決
定
に
つ
い
て
、
が

一
括
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
の

議
案
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

承
認
さ
れ
た
２３
年
度
運
動

方
針
は
、基
本
方
針
と
し
て
、

国
内
農
畜
産
業
を
守
る
こ
と

を
基
本
に
、
「
開
拓
営
農
の

持
続
的
発
展
」
と
「
畜
産
及

び
酪
農
経
営
の
安
定
」
を
念

頭
に
農
政
運
動
を
展
開
す

る
。①

畜
産
・
酪
農
の
経
営
安

定
対
策
と
生
産
基
盤
の
拡
充

・
強
化
運
動
②
牛
肉
・
豚
肉

・
牛
乳
乳
製
品
等
国
産
畜
産

物
消
費
拡
大
運
動
③
貿
易
協

定
発
効
等
に
係
る
対
応
運
動

④
震
災
・
原
発
被
害
か
ら
の

早
期
復
興
と
経
営
再
建
安
定

化
運
動
⑤
政
治
活
動
へ
の
支

援
運
動
⑥
開
拓
営
農
振
興
の

た
め
の
組
織
活
動
の
維
持
・

強
化
運
動
⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
経
営
悪
化
か

ら
の
経
営
再
建
運
動
。

そ
の
後
、
吉
川
事
務
局
長

が
宣
言
案
を
読
み
上
げ
、
満

場
一
致
の
拍
手
で
採
択
し
、

閉
会
し
た
。

【
宣
言
要
旨
】

国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
展
開
し
、
国
の

安
全
保
障
が
そ
の
重
要
性
を

増
す
な
か
、
日
本
の
将
来
を

見
据
え
た
確
固
た
る
農
業
政

策
の
構
築
と
、
自
給
率
向
上

に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
確

立
を
引
き
続
き
強
く
求
め
て

い
く
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
、

専
業
農
家
集
団
で
あ
る
開
拓

農
家
の
代
表
と
し
て
、
日
本

農
業
の
果
た
す
食
料
安
定
供

給
と
地
域
社
会
の
持
続
的
発

展
や
多
面
的
機
能
を
維
持

し
、
次
代
を
担
う
若
者
が
夢

を
実
現
で
き
る
農
業
を
構
築

す
る
た
め
、
運
動
を
展
開
す

る
も
の
で
あ
る
。

６
月
９
日
、
全
国
開
拓
振

興
協
会
は
連
盟
に
続
き
、
第

１１
回
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
２０
会
員
中
１６
会
員
の
本

人
出
席
と
、
４
会
員
の
書
面

議
決
書
行
使
で
、
総
会
は
成

立
し
た
。

西
谷
悟
郎
会
長
の
開
会
挨

拶
（
２
面
に
要
旨
）
後
、
西

谷
会
長
が
議
長
と
な
り
、
議

事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
報
告
事
項
①
＝
２２

年
度
事
業
報
告
の
件
と
第
１

号
議
案
＝
２２
年
度
事
業
報
告

の
附
属
明
細
書
、
貸
借
対
照

表
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書

等
の
承
認
の
件
は
関
連
が
あ

る
た
め
一
括
上
程
さ
れ
、
松

本
納
広
専
務
理
事
の
議
案
説

明
、
平
嶋
勝
博
監
事
の
監
査

報
告
を
受
け
て
、
報
告
事
項

は
了
承
さ
れ
、
議
案
は
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

次
に
、
報
告
事
項
②
＝
２３

年
度
事
業
計
画
及
び
２３
年
度

予
算
の
件
、
報
告
事
項
③
＝

資
金
調
達
及
び
重
要
な
設
備

投
資
の
見
込
の
件
、
第
２
号

議
案
＝
２３
年
度
理
事
報
酬
の

決
定
の
件
、
第
３
号
議
案
＝

２３
年
度
監
事
報
酬
の
決
定
の

件
が
一
括
上
程
さ
れ
、
報
告

事
項
は
了
承
、
議
案
は
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

２３
年
度
の
事
業
は
、
開
拓

営
農
振
興
事
業
を
大
幅
に
拡

充
す
る
。
開
拓
関
係
諸
行
事

事
業
の
中
か
ら
、
会
員
が
選

定
し
て
実
施
す
る
開
拓
営
農

支
援
対
策
、
開
拓
営
農
推
進

対
策
及
び
開
拓
営
農
支
援
強

化
対
策
（
新
設
）
に
対
し
て

助
成
し
、
将
来
に
向
け
て
足

腰
の
強
い
開
拓
営
農
、
開
拓

農
家
を
育
成
し
て
い
く
。

海
外
研
修
は
今
年
度
も
現

地
研
修
は
見
送
り
、
現
地
の

農
業
情
勢
や
最
新
技
術
を
紹

介
し
て
の
動
画
配
信
を
行

う
。今

年
は
、
全
国
代
表
者
大

会
を
、
全
国
開
拓
青
年
・
女

性
研
修
会
に
合
わ
せ
て
、
全

日
本
開
拓
者
連
盟
と
全
国
開

拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と

の
共
催
に
よ
り
東
京
で
開
催

す
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
６

月
８
日
・
９
日
、
畜
産
・
酪

農
政
策
実
現
運
動
を
展
開
し

た
。
８
日
、
全
開
連
会
議
室

で
「
２４
年
度
畜
産
・
酪
農
政

策
並
び
に
予
算
要
請
打
合
せ

会
議
」
を
開
催
。
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
踏

ま
え
、
要
請
事
項
を
協
議
し

た
。翌

９
日
、
菊
地
委
員
長
を

は
じ
め
新
津
賀
庸
全
開
連
会

長
、
西
谷
悟
郎
振
興
協

会
会
長
ら
開
拓
中
央
三

団
体
役
職
員
７
名
が
農

水
省
の
藤
木
眞
也
農
林

水
産
大
臣
政
務
官
を
訪

ね
、
要
請
書
を
手
渡
し

た
。要

請
事
項
は
①
国
内

・
酪
農
業
の
経
営
安
定

対
策
と
生
産
基
盤
の
拡

充
・
強
化
②
畜
産
関
連
補
助

事
業
の
拡
充
・
強
化
③
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
し
た
畜
産
・
酪

農
経
営
再
建
対
策
④
国
際
貿

易
協
定
発
効
に
伴
う
関
連
対

策
の
拡
充
・
強
化
⑤
環
境
・

衛
生
対
策
等
関
連
諸
対
策
の

拡
充
・
強
化
⑥
震
災
復
興
関

連
対
策
、
の
６
項
目
。

菊
池
委
員
長
ら
は
、
配
合

飼
料
や
資
材
価
格
の
高
騰
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
減
少

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
畜

産
・
酪
農
の
危
機
的
状
況
を

訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
藤
木
政
務

官
は
「
現
在
の
状
況
は
異
例

中
の
異
例
で
、
補
正
で
は
な

く
予
備
費
を
使
っ
て
１
２
０

０
億
円
拠
出
し
て
い
る
。
農

業
全
体
に
目
を
配
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
前
向
き
な
経

営
に
は
い
ろ
い
ろ
と
予
算
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
耕
畜
連
携

を
深
め
て
粗
飼
料
基
盤
を
強

化
し
、
自
給
飼
料
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
一
番
の
対
策

に
な
る
。
畜
産
の
原
点
で
あ

る
草
作
り
を
立
て
直
し
て
い

く
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

韓
国
で
４
年
ぶ
り
に
口
蹄

疫
が
発
生
し
た
。
５
月
２２
日

の
農
水
省
発
表
に
よ
る
と

（
出
展
：
韓
国
農
林
畜
産
食

品
部
）
、
５
月
１０
日
に
韓
国

中
部
の
地
域
（
忠
清
北
道
）

に
あ
る
農
場
で
、
牛
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
。

韓
国
で
の
口
蹄
疫
の
発
生

は
４
年
ぶ
り
で
、
そ
の
後
、

周
辺
で
も
相
次
い
で
確
認
さ

れ
、
５
月
２２
日
の
時
点
で
合

わ
せ
て
１１
件
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
１１
件
の
う
ち
１
頭
が
山

羊
で
、そ
の
他
は
牛
で
あ
る
。

発
生
地
は
当
初
、
忠
清
北

道
の
清
州
市
に
集

中
し
て
い
た
が
、

６
例
目
は
１０
〜
２０

㌔
離
れ
た
曽
坪
郡

で
も
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
地

域
は
い
ず
れ
も
畜

産
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、
感

染
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
。

韓
国
農
林
畜
産
食
品
部
で

は
、
拡
大
の
防
止
策
と
し
て

全
偶
蹄
類
の
緊
急
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

現
在
ま
で
（
６
月
１２
日
時

点
）
新
た
な
感
染
の
報
告
は

な
い
よ
う
だ
が
、
ま
だ
ま
だ

警
戒
は
必
要
だ
。

日
本
国
内
で
は
、
００
年
と

１０
年
に
発
生
し
て
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

韓
国
で
発
生
し
た
後
の
発
生

と
な
っ
て
い
る
。

韓
国
か
ら
の
旅
行
者
の
数

は
今
年
に
入
っ
て
４
月
ま
で

に
２
０
０
万
人
を
超
え
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
８
割
近
く
ま
で

回
復
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
畜
舎
で
万
全

の
防
御
対
策
で
備
え
た
い
。

（
７
面
で
対
策
記
事
）

連盟・振興協会が総会開催連盟・振興協会が総会開催

危
機
的
状
況
に
支
援
を

２３
年
度
運
動
方
針
を
決
定

連 盟

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

２４
年
度
予
算
編
成
で
要
請

畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
対
策
強
化
な
ど

右から２番目が藤木政務官

振興協会

足
腰
の
強
い
開
拓
営
農
へ
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開
拓
営
農
振
興
事
業
を
拡
充

万全の態勢で感染防止

上：全日本開拓者連盟総会、下：全国開拓振興協会総会

・「食料・農業 知っておきたい話」―１２２―（２面）
・ファーム山下 開拓３世が発表 （３面）
・三方原―三幸―展示 神社を勧進、開拓に尽力

（４面）
・「菌寄生菌」でメロンうどんこ病抑制 （５面）
・食農講座で中島さん（北海道）が発表 （６面）
・口蹄疫対策ポイント解説 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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日
本
経
済
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
世
界
的
な
物
流
の

混
乱
、
停
滞
に
加
え
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
円

安
に
よ
る
諸
物
価
高
騰
か

ら
、
電
気
料
金
、
食
料
品
の

値
上
げ
な
ど
で
、
国
民
の
暮

ら
し
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
は
、
今
が

国
内
の
生
産
基
盤
を
維
持
・

強
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
た
め
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
本
年
が
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
見
直
し
の
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
界
各

層
か
ら
幅
広
く
意
見
を
伺

い
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
、
し
っ
か
り
と
進
め
る

と
発
言
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
広
大
な
土
地

に
根
差
し
た
農
業
を
実
践
し

て
い
る
開
拓
者
が
、
日
本
の

農
業
を
支
え
る
時
代
が
ま
い

り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
当
連
盟
も
組

合
員
の
「
開
拓
営
農
の
持
続

的
発
展
」
と
「
経
営
安
定
政

策
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
共
に
闘
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
本
日
の
総
会
議
案

は
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号

議
案
、
そ
し
て
宣
言
案
採
択

で
あ
り
ま
す
。
我
が
国
農
業

を
巡
る
諸
情
勢
と
諸
問
題
を

分
析
・
検
討
し
、
２３
年
度
の

運
動
方
針
を
提
案
し
ま
す
。

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力

で
円
滑
な
運
営
が
出
来
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

同
時
に
、
提
案
し
た
運
動
方

針
の
実
現
に
向
け
、
開
拓
組

織
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
行
け
ま
す
よ
う
、
節
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
農
畜
産
業
を
取
り

巻
く
状
況
に
目
を
向
け
る

と
、
依
然
と
し
て
農
業
従
事

者
の
減
少
と
高
齢
化
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
な
ど
の
厳
し

い
立
地
条
件
の
下
で
、
畜
産

・
酪
農
、
高
冷
地
野
菜
、
果

樹
等
の
分
野
で
意
欲
的
に
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
る
開
拓

農
家
の
一
層
の
発
展
と
相
互

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
開
拓
営
農
の
持
続
的
発

展
を
図
り
、
国
民
に
よ
り
安

心
・
安
全
な
食
料
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
食

料
安
全
保
障
の
点
か
ら
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
当
協
会
で
は
、

従
来
か
ら
組
織
運
営
の
簡
素

化
、
合
理
化
を
徹
底
し
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業

の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
事

業
内
容
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
開
拓
営
農
振
興
事

業
な
ど
の
会
員
、
開
拓
農
家

の
た
め
の
事
業
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
拓

営
農
の
持
続
的
な
発
展
に
寄

与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２３
年
度
予
算
で
は
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
下
に
あ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
り
、
将
来
に
向
け
て

足
腰
の
強
い
開
拓
営
農
、
開

拓
農
家
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
考
え
の
下

に
、
開
拓
営
農
振
興
事
業
を

大
幅
に
拡
充
し
て
会
員
、
開

拓
農
家
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

一
方
、
昨
年
度
の
経
常
収

益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
間

を
通
じ
た
円
安
の
影
響
に
よ

り
仕
組
債
か
ら
高
い
利
息
収

入
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

約
１
億
２
千
万
円
の
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。事

業
を
円
滑
に
実
施
し
、

所
期
の
成
果
を
上
げ
る
た
め

に
は
、会
員
及
び
関
係
機
関
、

団
体
各
位
の
ご
協
力
が
何
よ

り
重
要
で
あ
り
ま
す
。
本
年

度
も
関
係
者
の
皆
様
と
一
層

緊
密
な
連
携
の
下
に
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

前
回
解
説
し
た
と
お
り
、

こ
の
４
月
か
ら
、
酪
農
・
畜

産
の
飼
料
も
含
め
て
、
「
遺

伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」
表

示
が
実
質
で
き
な
く
な
っ

た
。
表
示
の
厳
格
化
の
名
目

で
行
わ
れ
た
「
Ｇ
Ｍ
非
表
示

制
度
」
と
い
う
の
が
実
質
で

あ
る
。

厳
格
化
と
い
い
な
が
ら
、

「
日
本
の
Ｇ
Ｍ
食
品
に
対
す

る
義
務
表
示
は
緩
い
か
ら
、

ま
あ
よ
い
。
問
題
は
ｎ
ｏ
ｎ

―
Ｇ
Ｍ
表
示
を
認
め
て
い
る

こ
と
だ
。
Ｇ
Ｍ
食
品
は
安
全

だ
と
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な
表

示
を
認
め
る
と
Ｇ
Ｍ
が
安
全

で
な
い
か
の
よ
う
に
消
費
者

に
誤
認
さ
せ
る
か
ら
や
め
る

べ
き
だ
。
続
け
る
な
ら
ば
Ｇ

Ｍ
が
安
全
で
な
い
と
い
う
科

学
的
証
拠
を
示
せ
」
と
い
う

米
国
の
要
求
を
ピ
ッ
タ
リ
受

け
入
れ
た
だ
け
に
な
っ
て
い

る
。
ど
う
対
処
す
る
か
。

牛
乳
の
ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｇ
Ｍ
表

示
を
無
効
化
さ
れ
て
も
負
け

な
か
っ
た
米
国
消
費
者

乳
牛
の
乳
量
増
加
の
た
め

の
遺
伝
子
組
み
換
え
成
長
ホ

ル
モ
ン
（
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
、
商
品

名
は
ポ
ジ
ラ
ッ
ク
、
モ
ン
サ

ン
ト
社
開
発
）
は
、
日
本
国

内
で
は
未
認
可
だ
が
輸
入
は

ザ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
認
可

も
さ
れ
て
い
な
い
日
本
で
、

米
国
の
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
使
用
乳
製

品
は
港
を
素
通
り
し
て
、
消

費
者
は
知
ら
ず
に
そ
れ
を
食

べ
て
い
る
。
所
管
官
庁
と
考

え
ら
れ
る
省
は
双
方
と
も

「
管
轄
で
は
な
い
（
所
管
は

先
方
だ
）」と
言
っ
て
い
た
。

筆
者
は
、
１
９
８
０
年
代

か
ら
、
こ
の
成
長
ホ
ル
モ
ン

を
調
査
し
て
お
り
、
米
国
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行

っ
た
が
、「
絶
対
大
丈
夫
、

大
丈
夫
」
と
、
認
可
官
庁
と

Ｍ
社
と
試
験
を
し
た
Ｃ
大
学

が
同
じ
テ
ー
プ
を
何
度
も
聞

く
よ
う
な
同
一
の
説
明
ぶ
り

で
「
と
に
か
く
何
も
問
題
は

な
い
」と
大
合
唱
し
て
い
た
。

約
４０
年
前
に
、
筆
者
は
こ

の
三
者
の
関
係
を
「
疑
惑
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
と
呼
ん

だ
。
認
可
官
庁
と
Ｍ
社
は
、

Ｍ
社
の
幹
部
が
認
可
官
庁
の

幹
部
に
「
天
上
が
り
」、
認

可
官
庁
の
幹
部
が
Ｍ
社
の
幹

部
に
「
天
下
る
」
と
い
う
グ

ル
グ
ル
回
る
「
回
転
ド
ア
」

の
人
事
交
流
を
し
、
そ
し
て

Ｍ
社
か
ら
の
巨
額
の
研
究
費

で
試
験
し
て
、「
大
丈
夫

だ
」
と
の
結
果
を
Ｃ
大
学
の

専
門
家
が
認
可
官
庁
に
提
出

す
る
か
ら
で
あ
る
。

米
国
で
は
、「
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ

投
与
牛
の
牛
乳
・
乳
製
品
に

は
乳
ガ
ン
７
倍
、
前
立
腺
ガ

ン
４
倍
の
発
症
リ
ス
ク
が
あ

る
」
と
の
論
文
が
著
名
な
学

会
誌
（Science,Lancet

）

に
出
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

反
対
運
動
が
再
燃
し
た
。

恐
れ
ず
に
真
実
を
語
る
人

々
が
い
て
、そ
れ
を
受
け
て
、

最
終
的
に
は
消
費
者
（
国

民
）
の
行
動
が
事
態
を
変
え

て
い
く
力
に
な
る
こ
と
を
我

々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｍ
社
の
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
の
権
利

を
売
却
ま
で
追
い
込
ん
だ

米
国
の
消
費
者
は
、
ｎ
ｏ

ｎ
―
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
表
示
を
無
効

化
さ
れ
た
。
ま
ず
、
バ
ー
モ

ン
ト
州
が
、
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
の
使

用
を
表
示
義
務
化
し
よ
う
と

し
た
が
、
Ｍ
社
の
提
訴
で
阻

止
さ
れ
た
。
か
つ
、
ｒ
Ｂ
Ｓ

Ｔ
未
使
用
（
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
―
ｆ

ｒ
ｅ
ｅ
）
の
任
意
表
示
に
つ

い
て
も
、
そ
う
い
う
表
示
を

す
る
場
合
は
、
必
ず
「
使
用

乳
と
未
使
用
乳
の
間
に
は
成

分
に
差
が
な
い
」（Nosig

nificantdifferencehas
been

shown
between

milk
from

rBST/rBG
H
-treatedand

untrea
tedcows.

）
と
の
注
記
を

す
る
こ
と
を
、
Ｍ
社
の
働
き

か
け
で
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医

薬
品
局
）
が
義
務
付
け
た
。

そ
れ
で
も
、
米
国
の
消
費

者
は
負
け
な
か
っ
た
。
ｒ
Ｂ

Ｓ
Ｔ
不
使
用
の
酪
農
家
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
自
分

た
ち
の
流
通
ル
ー
ト
を
確
保

し
た
。

流
通
ル
ー
ト
と
し
て
「
不

使
用
」
に
し
て
い
く
流
れ
を

つ
く
っ
て
安
全
・
安
心
な
牛

乳
・
乳
製
品
の
調
達
を
可
能

に
し
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
、
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ダ
ノ
ン
な

ど
が
不
使
用
宣
言
を
出
さ
ざ

る
を
得
な
い
事
態
に
追
い
込

ん
だ
。
利
益
が
減
っ
た
Ｍ
社

は
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
の
権
利
を
売
却

し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
の
示
唆

と
な
る
。消
費
者
が
拒
否
し
、

ホ
ン
モ
ノ
を
生
産
す
る
農
家

と
結
び
つ
け
ば
、
企
業
を
バ

ッ
ク
に
政
治
的
に
操
ら
れ
た

「
安
全
」
は
否
定
さ
れ
、
危

険
な
も
の
は
排
除
で
き
る
。

国
産
乳
製
品
こ
そ
健
康
を

守
る米

国
で
は
、
米
国
内
消
費

者
は
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
不
使
用
を
買

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
、
米
国
酪
農
家
の
３
割

程
度
は
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
に
輸

入
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
先

述
の
と
お
り
、
国
内
で
は
ｒ

Ｂ
Ｓ
Ｔ
は
使
用
禁
止
だ
が
、

輸
入
は
ザ
ル
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
特
に
酪
農
に
つ

い
て
は
、
国
産
で
あ
れ
ば
す

べ
て
ｒ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
不
使
用
な
の

だ
か
ら
、
国
産
の
牛
乳
・
乳

製
品
が
い
か
に
ホ
ン
モ
ノ

か
、
国
産
の
重
要
性
は
こ
の

点
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
も
っ
と
消
費
者
に

認
識
し
て
も
ら
う
べ
く
、
し

っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
飼
料
が
ｎ
ｏ
ｎ

―
Ｇ
Ｍ
の
酪
農
家
な
ど
は
、

そ
の
こ
と
も
、「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に

Ｎ
Ｏ
！
（
飼
料
）」（
パ
ル
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
の
表
示
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
信
頼
で

き
る
生
協
な
ど
の
販
売
ル
ー

ト
で
消
費
者
に
伝
え
る
工
夫

が
で
き
る
。

農
水
省
の
「
食
料
・
農
業

・
農
村
政
策
審
議
会

基
本

法
検
証
部
会
」
は
５
月
２９

日
、
中
間
と
り
ま
と
め
を
行

っ
た
。

今
後
２０
年
で
予
期
さ
れ
る

課
題
と
し
て
、
平
時
に
お
け

る
食
料
安
全
保
障
、
国
内
市

場
の
縮
小
、
農
村
人
口
の
減

少
に
よ
る
集
落
機
能
の
一
層

の
低
下
な
ど
が
上
げ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
見

据
え
、
現
行
基
本
法
の
基
本

理
念
や
主
要
施
策
等
を
見
直

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

基
本
理
念
の
見
直
し
の
方

向
と
し
て
、
次
の
４
項
目
を

挙
げ
て
い
る
。

▼
国
民
一
人
一
人
の
食
料

安
全
保
障
の
確
立
。
▼
環
境

等
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

農
業
・
食
品
産
業
へ
の
転
換
。

▼
食
料
の
安
定
供
給
を
担
う

生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
の

育
成
・
確
保
。
▼
農
村
へ
の

移
住
・
関
係
人
口
の
増
加
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
機
能

確
保
。

ま
た
、各
施
策
に
つ
い
て
、

▽
食
料
＝
適
正
な
価
格
形
成

に
向
け
た
食
料
シ
ス
テ
ム
全

体
で
の
仕
組
み
の
構
築
。
▽

農
業
＝
離
農
す
る
経
営
の
農

地
の
受
け
皿
と
な
る
経
営
体

や
付
加
価
値
向
上
を
目
指
す

経
営
体
を
育
成
・
確
保
。
▽

農
村
＝
多
様
な
人
材
の
活
用

に
よ
る
農
村
機
能
の
確
保
、

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

今
後
は
こ
の
中
間
と
り
ま

と
め
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
、
全
国
各
地
で
意
見
交
換

会
を
開
く
。

政
府
は
、
中
間
と
り
ま
と

め
な
ど
を
踏
ま
え
、
基
本
法

見
直
し
の
大
枠
に
当
た
る

「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策

の
新
た
な
展
開
方
向
」
を
ま

と
め
る
。
改
正
法
案
は
２４
年

の
通
常
国
会
へ
の
提
出
を
目

指
す
。

農
水
省
は
６
月
９
日
、
２３

年
産
の
水
田
に
お
け
る
作
付

意
向
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

別
の
第
２
回
中
間
的
取
組
状

況
（
４
月
末
時
点
）
を
公
表

し
た
。

主
食
用
米
作
付
意
向
は
、

前
年
実
績
と
比
較
し
て
「
減

少
傾
向
」
が
１７
県
、
「
増
加

傾
向
」
は
無
か
っ
た
。

ま
た
、
戦
略
作
物
の
各
品

種
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

な
っ
た
。

・
加
工
用
米
＝「
増
加
傾
向
」

１６
県
、「
減
少
傾
向
」
１６
県
。

・
新
市
場
開
拓
用
米
（
輸
出

用
米
等
）
＝
「
増
加
傾
向
」

２６
県
、「
減
少
傾
向
」
５
県
。

・
飼
料
用
米
＝「
増
加
傾
向
」

１２
県
、「
減
少
傾
向
」
１９
県
。

・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
稲
＝「
増
加
傾
向
」

３３
県
、「
減
少
傾
向
」
２
県
。

・
麦
＝
「
増
加
傾
向
」
２４
県
、

「
減
少
傾
向
」
１４
県
。

・
大
豆
＝
「
増
加
傾
向
」
１７

県
、「
減
少
傾
向
」
１６
県
。

主
食
用
米
が
過
剰
の
分
、

ど
の
作
物
に
転
換
す
べ
き
か

が
、
大
き
な
分
岐
点
と
な
っ

て
い
る
。

農
水
省
は
５
月
２６
日
、
２３

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
を
据
え
置

く
（
バ
タ
ー
８
０
０
０
㌧
、

脱
脂
粉
乳
７
５
０
㌧
）
と
発

表
し
た
。

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
１２２
回

菊
池
連
盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

菊
池
連連
盟盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

失
わ
れ
る
消
費
者
の
選
択
権

〜
ど
う
対
処
す
る
か
〜

㊦

東
京
大
学
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

西
谷
振
興
協
会

会
長
の
総
会
挨
拶

西
谷
振振
興興
協協
会会

会
長
の
総
会
挨
拶

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
に
向
け

国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障

バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳

輸
入
枠
数
量
据
え
置
き

水
田
に
お
け
る
作
付
意
向

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
３３
県
で
増
加
傾
向



2023年（令和5年）6月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第782号（3）

本
紙
２
月
号（
７
７
８
号
）

で
紹
介
し
た
鳥
取
県
西
伯
郡

大
山
町
の
戦
後
開
拓
農
家
で

あ
る
「
フ
ァ
ー
ム
山
下
」
の

山
下
大
介
さ
ん（
開
拓
３
世
）

が
、
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議

の
研
修
会
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
２
０
２

３
」
で
挨
拶
・
発
表
を
行
っ

た
。当

日
は
７
地
域
か
ら
６４
名

が
参
加
。
第
１
部
で
は
東
伯

郡
琴
浦
町
の
大
山
乳
業
農
協

の
工
場
で
、
牛
乳
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
製
造
等
を
視
察
。

第
２
部
で
は
鳥
取
県
琴
浦

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

同
農
協
指
導
部
の
今
吉
正
登

次
長
が
乳
質
改
善
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
販
売
部
の
川

上
一
敏
部
長
が
販
売
活
動
な

ど
の
概
要
を
講
演
し
た
後
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

大
介
さ
ん
は
西
日
本
酪
農

青
年
女
性
会
議
の
委
員
長
と

大
山
乳
業
青
年
部
会
の
会
長

を
務
め
て
お
り
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
他

の
登
壇
者
３
名
と
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
発
表
を
行
っ
た

（
写
真
：
右
か
ら
２
番
目
）。

「
良
質
乳
生
産
や
乳
質
向

上
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
の
質
問
に
回
答
し
、
自
給

飼
料
に
関
す
る
質
問
に
は
、

適
し
た
時
期
に
収
穫
す
る
ほ

か
、
乳
酸
菌
を
添
加
す
る
こ

と
で
飼
料
の
品
質
の
維
持
・

向
上
を
心
が
け
な
が
ら
乳
質

管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の

組
合
に
参
画
し
て
適
期
収
穫

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
飼

料
品
質
が
格
段
に
上
が
っ
た

こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で

つ
な

消
費
者
と
の
繋
が
り
が
薄
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
牛
乳

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
、

消
費
を
拡
大
し
て
い
く
に
は

消
費
者
と
の
交
流
が
欠
か
せ

な
い
」
と
訴
え
か
け
た
。
そ

の
た
め
、
生
産
者
と
消
費
者

の
交
流
が
直
接
行
え
る
「
産

直
」
も
始
め
た
い
と
語
り
、

酪
農
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
状
況
に
立
ち
向
か
う
べ

く
、
意
気
込
み
を
訴
え
た
。

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会

議
で
は「
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
酪
農

家
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換

を
促
し
て
い
く
予
定
。

曾
祖
父
の
戦
前
の
満
州
で

の
取
り
組
み
に
始
ま
り
、
祖

父
の
代
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
開
拓
を
守
り
な
が
ら
、
大

介
さ
ん
は
今
後
も
多
岐
に
渡

る
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て

い
く
。

第
１０
回
全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
並

び
に
２
０
２
３
セ
ン
ト
ラ
ル

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ

ョ
ウ
が
４
月
１４
・
１５
日
に
静

岡
県
御
殿
場
市
で
開
催
さ

れ
、
岩
手
県
・
岩
手
花
平
農

み
の
る

協
の
鈴
木
稔
さ
ん
の
出
品
牛

が
、
第
９
部
（
シ
ニ
ア
３
歳

ク
ラ
ス
）
に
お
い
て
見
事
第

２
位
を
獲
得
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
全
国
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
と

セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
の
共

同
開
催
で
、
全
国
の
代
表
牛

１
８
２
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

鈴
木
さ
ん
が
所
属
す
る

「
花
平
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

同
志
会
」
は
、
毎
年
地
元
で

Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
を
開
催
し
、

さ
ん

研
鑽
を
深
め
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、
視
察
研
修
な
ど
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に
活

動
し
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
５
月
２６
日
、

２３
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
発
表
し

た
。全

国
の
生
乳
生
産
量
は
、

７
４
１
万
８
千
㌧
（
前
年
比

９８
・
５
％
）
と
、
２
年
連
続

減
産
の
見
込
み
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
見
通

し
は
、
生
乳
供
給
量
が
３
１

６
万
４
千
㌧
（
同
９７
・
１

％
）
、
飲
用
等
向
け
処
理
量

が
３
３
１
万
４
千
㌧
（
同
９６

・
７
％
）
、
北
海
道
か
ら
都

府
県
へ
の
移
入
必
要
量
（
道

外
移
出
量
）
が
４７
万
３
千
㌧

（
同
９８
・
３
％
）
と
、
い
ず

れ
も
減
少
す
る
見
通
し
。

昨
年
１１
月
か
ら
今
年
の
８

月
に
か
け
て
の
生
乳
取
引
価

格
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
１０
円

／
㌕
の
引
き
上
げ
や
、
諸
経

費
高
騰
に
伴
う
製
品
へ
の
価

格
転
嫁
に
よ
り
、
需
要
が
前

年
を
下
回
っ
て
推
移
す
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

脱
脂
粉
乳
の
生
産
量
は
１６

万
２
千
㌧
（
同
１
０
５
・
１

％
）
と
増
え
、
推
定
出
回
り

量
が
１２
万
㌧（
同
６３
・
９
％
）

と
な
る
見
込
み
。
よ
っ
て
、

約
４
万
２
千
㌧
在
庫
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
。

２３
年
３
月
末
の
脱
脂
粉
乳

の
在
庫
は
各
種
対
策
の
効
果

も
あ
り
、約
６
万
４
千
㌧（
前

年
よ
り
約
３
万
３
千
㌧
減

少
）
だ
っ
た
が
、
在
庫
削
減

対
策
を
講
じ
な
い
場
合
、
再

び
在
庫
量
は
１０
万
㌧
を
超
え

て
過
剰
な
水
準
と
な
る
可
能

性
が
高
い
。

薩
州
開
拓
農
協
は
５
月
１９

日
、
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
の

ス
タ
ー
ゼ
ン
ミ
ー
ト
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー
㈱
阿
久
根
工
場
で
第

１３
回
肉
牛
共
進
会
を
開
催
し

た
。
今
回
は
、
交
雑
種
の
部

に
１８
頭
（
去
勢
１２
頭
、
雌
６

頭
）
、
黒
毛
和
種
の
部
に
１２

頭
（
去
勢
４
頭
、
雌
８
頭
）

が
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、交
雑

種
の
部
、
黒
毛
和
種
の
部
共

に
、
最
優
秀
賞
は
牧
原
牧
場

㈱
の
出
品
牛
が
受
賞
し
た
。

交
雑
種
の
部
最
優
秀
賞
の

牛
は
生
後
２４
・
３
ヵ
月
齢
の

去
勢
で
、
種
雄
牛
「
幸
忠

栄
」
、
枝
肉
重
量
５
５
８
・

２
㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
６５
㎠
、

バ
ラ
厚
８
・
３
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
６
、
格
付
Ｂ
４
。

交
雑
種
の
部
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
３

６
・
３
㎏
（
去
勢
５
３
３
・

９
㎏
、
雌
５
４
１
・
１
㎏
）、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
７７
・

８
％
、
４
等
級
以
上
比
率
４４

・
４
％
。
各
測
定
値
の
平
均

は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
５７
・
４

㎠
、
バ
ラ
厚
７
・
７
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
４
・
６
、
歩
留
基
準

値
７０
・
１
だ
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
最
優
秀
賞

の
牛
は
生
後
２７
・
７
ヵ
月
齢

の
去
勢
で
、
父
「
秀
幸
福
」

・
母
の
父
「
安
福
久
」
・
祖

母
の
父
「
千
代
桜
」
、
枝
肉

重
量
５
６
４
・
５
㎏
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
８５
㎠
、
バ
ラ
厚
９

・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格

付
Ａ
５
。

黒
毛
和
種
の
部
全
体
の
成

績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５

１
９
・
１
㎏
（
去
勢
５
４
１

・
７
㎏
、雌
５
０
７
・
８
㎏
）、

全
頭
Ａ
５
だ
っ
た
。
各
測
定

値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
８６
・
８
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・

２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１１
・
３
、

歩
留
基
準
値
７７
・
８
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
の
部
】

最
優
秀
賞

牧
原
牧
場
㈱

優
秀
賞

上
羽
坪
畜
産
㈱

優
良
賞

上
羽
坪
畜
産
㈱

優
良
賞

牧
原
牧
場
㈱

【
黒
毛
和
種
の
部
】

最
優
秀
賞

牧
原
牧
場
㈱

優
秀
賞

牧
原
牧
場
㈱

長
崎
県
雲
仙
市
瑞
穂
町
の

ひ
が
し
ば
る

雲
仙
開
拓（
東
原
地
区
）は
、

島
原
半
島
の
北
部
で
、
雲
仙

岳
の
北
側
山
腹
斜
面
に
位
置

し
て
い
る
。

標
高
は
２
５
０
〜
３
２
０

㍍
、
地
質
は
火
山
灰
土
で
リ

ン
酸
欠
乏
土
と
な
っ
て
い

る
。
雲
仙
岳
を
背
に
、
有
明

海
を
臨
む
風
光
明
媚
な
開
拓

地
だ
。

４６
〜
４７
年
に
か
け
て
、
海

外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
を
中

心
に
２０
戸
が
入
植
し
た
。

こ
の
東
原
地
区
は
ほ
ぼ
雑

木
林
で
、
ト
ウ
グ
ワ
一
本
の

道
具
だ
け
で
木
の
根
を
掘

り
、
開
墾
し
た
。
雪
が
降
れ

ば
布
団
が
白
く
な
る
よ
う
な

小
屋
に
住
み
な
が
ら
苦
闘
を

重
ね
、
２０
戸
が
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
時
に
は

競
い
合
い
な
が
ら
の
生

活
だ
っ
た
。

こ
の
土
地
は
火
山
灰

土
な
が
ら
肥
え
て
い

て
、
温
暖
な
気
候
を
活

か
し
た
麦
、
バ
レ
イ
シ

ョ
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
、

各
種
野
菜
作
り
は
比
較

的
良
好
だ
っ
た
。

５１
〜
５８
年
頃
に
か
け

て
毎
年
の
よ
う
に
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
が
襲
っ
た

が
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て

き
た
。

す
で
に
戦
前
、
外
地
で
苦

労
し
て
き
た
人
た
ち
な
の

で
、
常
に
積
極
的
な
営
農
を

取
り
入
れ
、
１０
年
目
に
は
将

来
の
め
ど
が
立
ち
始
め
た
。

６１
年
以
降
の
振
興
対
策
事

業
を
契
機
と
し
て
、
経
営
を

肉
牛
、
酪
農
、
養
豚
な
ど
の

畜
産
業
に
転
換
す
る
農
家
も

出
て
き
た
。
飼
料
作
物
も
多

く
の
収
穫
が
あ
り
、
酪
農
が

栄
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
長

崎
県
開
拓
農
協
指
導
の
も

と
、
乳
用
種
去
勢
牛
肥
育
の

開
拓
牛
事
業
も
行
わ
れ
た
。

肥
沃
な
土
地
で
ダ
イ
コ

ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
畑
作

や
、
ミ
カ
ン
、
ナ
シ
な
ど
の

果
樹
、
花
き
栽
培
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。

入
植
２０
年
目
（
６６
年
）
頃

に
は
生
活
も
安
定
し
て
き

た
。
ま
た
、３０
周
年
に
は「
東

原
霊
園
」
が
造
ら
れ
、
こ
の

間
に
物
故
し
た
父
や
母
、
兄

弟
た
ち
の
霊
（
他
家
に
預
け

ら
れ
て
い
た
）
を
弔
う
こ
と

が
で
き
た
。

７７
年
に
は
全
体
で
肥
育
牛

２
５
０
０
頭
、
乳
牛
２
０
０

頭
、
バ
レ
イ
シ
ョ
や
野
菜
な

ど
の
畑
地
約
４０
㌶
の
専
業
農

家
集
団
と
な
っ
た
。

９１
年
に
は
入
植
４５
周
年
を

記
念
し
、
「
開
拓
之
碑
」
が

建
て
ら
れ
た
（
写
真
）
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
現
在

で
も
ほ
ぼ
全
戸
が
こ
の
地
区

で
生
活
し
て
い
る
。
お
互
い

に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
自

分
た
ち
で
切
り
拓
い
て
き
た

美
し
い
故
郷
を
守
り
続
け
て

い
る
。

６
月
後
半
か
ら
７
月
前
半

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

６
月

２１
日

豊
橋
農
協
第
２６
回
通

常
総
会

２２
日

肥
後
開
拓
農
協
第
１５

回
通
常
総
会

２３
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
第

１３
回
通
常
総
会

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
第
２３
回
通
常
総
会

２７
日

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事

協
第
７
回
通
常
総
会

２８
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

第
１４
回
通
常
総
会

２９
日

静
岡
県
開
拓
農
協
連

第
７５
回
通
常
総
会

香
取
開
拓
農
協
第
７６

回
通
常
総
会

７
月

１９
日

全
開
連
・
全
日
本
開

拓
者
連
盟
臨
時
総
会

全
開
連
人
事

（
６
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
支
所
長
代

理
（
管
理
部
部
長
代
理
）
高

田
瞬
▽
管
理
部
付
・
（
農
）

岡
山
牧
場
出
向
（
西
日
本
支

所
支
所
長
代
理
）
田
中
雅
也

▽
東
日
本
支
所
東
京
事
業
所

（
管
理
部
付
・
（
農
）
岡
山

牧
場
出
向
）
山
﨑
悠
貴

フ
ァ
ー
ム
山
下
開
拓
３
世

フ
ァ
ー
ム
山
下
開
拓
３
世

西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会
議
で
発
表

牧
原
牧
場
㈱
２
冠
達
成

写真提供：全酪連 大阪支所

薩
州
開
拓
農
協
肉
牛
共
進
会

パネルディスカションで発表する山下委員長

全戸で拓いた美しい故郷
長崎県・雲仙開拓（東原地区）

脱脂粉乳の在庫増再び

価格転嫁で需要減価格転嫁で需要減

鈴
木
稔
さ

ん

見
事
第
２
位

全
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
第
９
部
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本
紙
第
７
７
１
号
で
紹

み
や
こ
だ

介
し
た
、
浜
松
市
立
都
田

み

か

た

図
書
館
で
行
わ
れ
た
三
方

ば
ら原

の
戦
後
開
拓
の
展
示

が
、
今
年
も
行
わ
れ
て
い

る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
神
社
や
太
鼓
を

地
域
の
絆
と
し
て
開
拓
に

み

ゆ
き

取
り
組
ん
だ
、「
三
幸
」

開
拓
。
展
示
内
容
を
紹
介

す
る
。

展
示
期
間
は
、
６
月
１

〜
３０
日
。

三
幸
開
拓
は
、
終
戦
後

間
も
な
い
４６
（
昭
和
２１
）

年
頃
は
、
小
笹
が
縦
横
無
尽

に
茂
る
赤
土
の
広
大
な
土
地

で
、
旧
日
本
軍
の
演
習
地
の

跡
地
だ
っ
た
。
４６
年
１
月
に

入
植
地
の
割
り
当
て
を
く
じ

引
き
で
行
い
、
引
い
た
番
号

の
土
地
へ
と
開
拓
者
は
入
植

し
た
。
こ
れ
か
ら
作
る
と
言

わ
れ
て
入
植
し
た
道
路
も
、

入
植
地
と
同
じ
く
、
杭
が
打

っ
て
あ
る
だ
け
の
状
態
だ
っ

た
。三

幸
開
拓
の
当
時
の
地
区

名
は
、
豊
か
な
コ
メ
の
実
り

を
願
い
、「
瑞
穂
」「
千
代

田
」、
他
に
「
平
手
塚
」
と

し
た
。
住
む
場
所
も
な
く
、

周
り
の
家
の
土
間
を
借
り
て

暮
ら
し
、
１
里
（
４
㎞
）
近

い
道
の
り
を
、
重
い
開
拓
鍬

を
担
い
で
通
い
、
開
拓
に
励

ん
だ
。

や痩
せ
地
で
ほ
と
ん
ど
作
物

が
実
ら
ず
、
下
町
へ
荷
車
を

引
い
て
下
肥
取
り
に
行
っ
て

肥
料
に
し
た
り
、
静
岡
か
ら

の
ダ
ス
ト
を
入
れ
て
土
壌
の

改
良
に
取
り
組
ん
だ
。
４９
年

に
は
不
発
弾
で
４
人
の
子
ど

も
た
ち
が
死
傷
す
る
痛
ま
し

い
事
故
が
起
き
る
も
、
開
拓

の
鍬
は
止
め
ず
、
諦
め
な
か

っ
た
。
５０
年
に
は
三
方
原

す

い

か

西
瓜
市
場
で
西
瓜
が
好
評
とば

な
り
、
５３
年
に
は
三
方
原
馬

れ
い
し
ょ

鈴
薯
の
共
同
出
荷
が
始
ま
っ

た
。
苦
し
い
生
活
の
中
、
開

拓
者
は
心
の
安
定
を
願
い
、

５５
年
に
神
社
を
勧
進
、
建
立

し
た
。
最
初
は
小
さ
な
神
社

だ
っ
た
が
、
秋
に
は
収
穫
を

祝
う
祭
り
を
始
め
、
元
旦
祭

は
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ
た
。

毎
日
の
重
労
働
の
中
で
も
、

開
拓
者
は
神
社
を
心
の
拠
り

所
に
踏
ん
張
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
に

な
る
も
の
を
作
り
、
威
勢
よ

く
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
、
８２
年
か
ら
「
三

幸
こ
ど
も
太
鼓
」
を
始
め

た
。
神
社
と
、
勇
ま
し
い
音

を
響
か
せ
る
太
鼓
で
地
域
の

結
束
を
強
め
な
が
ら
今
日
ま

で
き
た
。

円
筒
分
水
の
元
、
水
を
公

平
に
分
け
合
い
な
が
ら
、
コ

メ
作
り
に
も
取
り
組
ん

だ
。
開
拓
後
の
山
村
の
状

況
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

２２
年
、
三
幸
開
拓
は
市
の

地
域
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
。心

の
拠
り
所
の
神
社
や

太
鼓
と
一
緒
に
、
現
在
も

「
三
幸
町
」
と
な
っ
た
三

幸
開
拓
の
開
拓
者
た
ち
は

元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催

北
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

展
示
の
作
成
に
協
力
し

て
い
る
浜
松
北
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
６

月
２４
日
に
「
認
定
文
化
財

認
定
記
念
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
緑
と
水
あ
ふ
れ

る
三
方
原
三
幸
開
拓
地
め

ぐ
り
」
を
開
催
す
る
。

三
幸
開
拓
を
め
ぐ
り
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
在

り
方
を
学
ぶ
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
も
５
月
か
ら
既
に
ジ

メ
ジ
メ
と
し
た
暑
い
日
が
あ

り
、
６
月
に
な
る
と
初
夏
も

本
格
的
に
な
る
た
め
、
農
作

業
中
の
熱
中
症
に
十
分
注
意

が
必
要
と
な
る
。

農
水
省
の
推
奨
す
る
対
策

を
確
認
し
た
い
。

◇
塩
分
・
水
分
、
休
憩
を

こ
ま
め
に

６
月
は
暑
さ
に
ま
だ
体
が

慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
湿
気

や
暑
さ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

な
い
よ
う
十
分
に
気
を
付
け

る
。
梅
雨
の
早
い
う
ち
か
ら

塩
分
や
水
分
を
こ
ま
め
に
補

給
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。

熱
中
症
に
よ
る
死
者
は
な

ん
と
３
月
か
ら
発
生
し
て
い

る
。
２０
分
お
き
を
目
安
に
こ

ま
め
に
休
憩
を
取
り
、
喉
が

か
わ
く
前
に
塩
分
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
水
分
を
摂
取
す
る
。

◇
熱
い
時
間
に
は
無
理
に

作
業
を
し
な
い

高
温
時
の
作
業
は
極
力
避

け
る
。
作
業
時
も
日
陰
や
風

通
し
の
良
い
場
所
で
の
作
業

を
心
が
け
、
な
る
べ
く
単
独

作
業
は
避
け
る
。
ま
た
、
時

間
を
決
め
て
連
絡
を
取
り
合

う
。
や
む
を
え
ず
１
人
で
作

業
を
行
う
場
合
に
は
、
飲
み

物
や
冷
却
グ
ッ
ズ
を
必
ず
携

帯
す
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ

ル
端
末
（
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
な
ど
）
、
応
急
セ
ッ
ト
な

ど
を
持
参
し
て
お
く
。

◇
対
策
グ
ッ
ズ
を
取
り
入

れ
、
無
理
は
し
な
い

暑
い
時
間
帯
の
作
業
が
避

け
ら
れ
な
い
時
に
は
、
帽
子

や
吸
湿
速
乾
性
の
衣
服
・
空

調
服
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、

冷
却
ベ
ス
ト
な
ど
を
活
用
。

決
し
て
無
理
は
せ
ず
、
少
し

で
も
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら

す
ぐ
に
作
業
を
中
断
す
る
。

熱
中
症
に
は
特
徴
的
な
症

状
が
な
く
、
「
暑
い
環
境
で

の
体
調
不
良
」
は
す
べ
て
熱

中
症
の
危
険
が
あ
る
。
め
ま

い
・
吐
き
気
、
頭
痛
な
ど
の

症
状
が
あ
る
時
に
は
、
す
ぐ

に
涼
し
い
環
境
へ
避
難
。
水

を
か
け
た
り
扇
い
だ
り
、
太

い
血
管
が
通
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
氷
を
当
て
る
な
ど
し
て

体
を
冷
や
す
。

◇
た
め
ら
わ
ず
に
病
院
へ

応
急
処
置
を
行
っ
て
も
効

か
な
い
場
合
や
自
力
で
水
が

飲
め
な
い
時
に
は
、
た
め
ら

わ
ず
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
。
暑
さ
は
人
に
よ

っ
て
感
じ
方
が
違
う
た
め
、

体
調
の
変
化
に
よ
く
気
を
つ

け
な
が
ら
作
業
を
行
い
、
少

し
で
も
体
の
様
子
が
お
か
し

い
時
に
は
す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

農
水
省
は
４
月
２８
日
、「
２３

年
度
農
薬
危
害
防
止
運
動
」

を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

農
薬
を
使
う
機
会
が
増
え
る

６
〜
８
月
に
重
点
的
に
注
意

喚
起
を
行
う
。

農
薬
の
不
適
切
な
使
い
方

に
よ
る
使
用
者
自
身
や
周
辺

住
民
、
家
畜
な
ど
に
関
わ
る

事
故
の
発
生
や
、
農
産
物
か

ら
基
準
値
を
超
え
る
農
薬
が

検
出
さ
れ
る
事
例
が
依
然
と

し
て
発
生
し
て
い
る
。

２３
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
守

ろ
う
農
薬
ラ
ベ
ル
、
確
か
め

よ
う
周
囲
の
状
況
」と
設
定
。

ラ
ベ
ル
の
表
示
事
項
を
守
る

こ
と
と
、
周
辺
へ
の
農
薬
の

飛
散
防
止
の
徹
底
を
訴
え
か

け
て
い
く
。

取
り
組
み
と
し
て
は
、
農

薬
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
、
事
故
防
止
の
た
め
の
指

導
、
適
正
使
用
な
ど
の
指
導

―
な
ど
の
５
項
目
。
中
で
も

重
点
的
に
取
り
組
む
の
は
、

①
ラ
ベ
ル
表
示
の
使
用
基
準

の
確
認
と
使
用
履
歴
の
記
帳

の
徹
底
②
土
壌
く
ん
蒸
剤
の

使
用
後
の
適
切
な
管
理
の
徹

底
③
住
宅
地
な
ど
で
使
う
際

の
周
辺
へ
の
配
慮
・
飛
散
防

止
の
徹
底
④
カ
ギ
の
か
か
っ

た
場
所
に
保
管
す
る
な
ど
、

誤
飲
防
止
の
徹
底
の
４
つ
と

な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
５
月
１５
日
、
２２

年
度
の
「
農
業
委
員
へ
の
女

性
の
参
画
状
況
」
を
公
表
し

た
。
女
性
農
業
委
員
の
登
用

増
加
が
続
い
て
い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
は

２
９
０
５
人
で
、

前
年
か
ら
３６
人

増
。
全
農
業
委
員

（
２
万
２
９
９
５

人
）
に
占
め
る
割
合
は
１２
・

６
％
（
０
・
２
㌽
増
）
で
、

増
加
が
続
い
て
い
る
。

女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ

れ
て
い
る
委
員
会
数
は
１
４

５
４
団
体
で
、
前
年
度
か
ら

６
団
体
増
え
、
全
農
業
委
員

会
の
８５
・
７
％
を
占
め
る
。

全
国
の
農
業
委
員
会
数
は
１

６
９
７
で
、
５
団
体
減
少
し

た
。都

道
府
県
別
に
み
る
と
、

女
性
の
割
合
が
高
い
の
は
栃

木
県
２０
・
２
％
（
０
・
４
㌽

増
）、
宮
城
県
１９
・
１
％

（
０
・
３
㌽
増
）、
岩
手
県

１８
・
５
％
（
０
・
２
㌽
減
）

の
順
。

一
方
、
割
合
が
低
い
の
は

山
梨
県
７
・
９
％
（
０
・
６

㌽
減
）、
兵
庫
県
８
・
３
％

（
０
・
２
㌽
増
）、
北
海
道

８
・
４
％
（
０
・
２
㌽
増
）

の
順
だ
っ
た
。

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
成
果
目
標
（
農
業

委
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
３０
％
）

に
到
達
し
て
い
る

農
業
委
員
会
は
７４

団
体
だ
っ
た
。う
ち
、４
割
を

超
え
て
い
る
の
は
、
栃
木
県

日
光
市
の
４５
・
５
％
、
和
歌

山
県
古
座
川
町
の
４２
・
９
％
、

岩
手
県
岩
手
町
な
ど
７
県
の

７
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
４０
・
０

％
だ
っ
た
。

農
作
業
中
熱
中
症
に
要
注
意

‒三
幸
‒展
示
・

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も

静
岡

三三

方方

原原

都田図書館の展示の様子

３
月
か
ら
既
に
死
者
発
生

〜
神
社
を
勧
進
、開
拓
に
尽
力
〜

ラ
ベ
ル
表
示
事
項
徹
底
を

農
薬
危
害
防
止
運
動
実
施
中

農水省の資料から

三幸神社の祭屋台

写真提供：都田図書館・浜松地域まちづくり協議会

当時の水争いを防いだ円筒分水

女
性
農
業
委
員
１２
・
６
％
に

２２
年
度
登
用
増
加
が
続
く
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うどんこ病は、農作物、雑草、樹木
など様々な植物で発生する身近な植物
の病気である。農業では、うどんこ病
が発生すると収量などに悪影響を与え
るため、重大な植物病害の１つとなっ
ている。一般的に、防除には化学農薬
が使われるが、環境への負荷や薬剤耐
性菌の出現もあり、化学農薬に依存し
ない新たな防除法の開発が求められて
いる。
そこで、近畿大学の研究グループは、
メロンうどんこ病（以下、同病）に寄
生するカビ（同病菌に寄生し、増殖す

る。この菌を「菌寄生菌」という）の
感染行動を観察・解析した。その結果、
同病の発生初期段階に菌寄生菌の胞子
液を噴霧することで、同病菌の胞子放
出を抑制し、感染拡大を防止できるこ
とを世界で初めて明らかにした。
実験では、同病菌の胞子を顕微鏡下
でガラス針を用いてメロン葉に感染さ
せた。感染から５日目、１０日目、１５日
目の葉に菌寄生菌を噴霧して、それぞ
れの葉から放出された同病菌の胞子数
を数えた。
その結果、菌寄生菌を噴霧しない場
合、約２８日間胞子を放出し続け、生涯
で約１２万個放出した。感染５日目に噴
霧した場合では、処理後約４日で胞子
放出を停止し、胞子放出数は２８８個にま
で抑制された。感染１０日目に噴霧した
場合も、処理後約８日で停止し、放出
数は９６２個と効果が見られた。しかし、
感染１５日目に噴霧した場合、停止に２４
日も要し、放出数も７万２７３４個という

結果となった。
これらから、同病の感染拡大を防ぐ
ためには、発生初期段階で菌寄生菌を
感染させることが、効果的な防除につ
ながることが判明した。また、同病菌
は夜間に胞子を放出しないことから、

菌寄生菌の噴霧は夜間に行うことで防
除効果がさらに上がるとしている。
同グループは、今後はさらに他植物
の同病に対する防除効果を検討すると
ともに、生物防除資材（微生物資材）
の開発に取り組んでいく予定だ。

農水省が４月２８日に公表した「２１年
産指定野菜（春野菜、夏秋野菜等）の
作付面積、収穫量及び出荷量」による
と、全国の収穫量は前年産に比べ、春
野菜は１％減、夏秋野菜は３％減と減
少したが、タマネギは１１％増となった。
〈春野菜〉
作付面積は、３万４０００ha で前年産よ

り６００ha（２％）減少した。収穫量は２
万８０００ｔ（１％）減の１８７万７０００ｔ、出
荷量は２万５０００ｔ（１％）減の１７４万
６０００ｔとなった。
１０品目の収穫量をみると、春ネギ・
冬春ナス・冬春ピーマン以外の７品目
で前年産に比べ減少している。冬春ナ
スは前年産並み。増加率が最も大きか

ったのは冬春ピーマンで４％増。最も
減少率が大きいのは春夏ニンジンで
６％減となった。
春夏ニンジンは、生産者の高齢化な
どによる作付け中止や規模縮小によっ
て、作付面積が３％減少した。
〈夏秋野菜〉
作付面積は、６万１００ha で前年産よ
り１３００ha（２％）減少した。収穫量は
７万５０００ｔ（３％）減の２２４万４０００ｔ、
出荷量は６万４０００ｔ（３％）減の１９５万
ｔとなった。
１０品目の収穫量をみると、夏ハクサ
イ・夏秋レタス・夏ネギ・夏秋キュウ
リの４品目が増加または前年産並み
で、他６品目は減少した。増加率が最
も大きかったのは夏ハクサイと夏秋レ
タスで、ともに３％増。一方、最も減
少率が大きかったのが秋ニンジンで
１７％減だった。
夏ダイコンは生産者の高齢化などの
労力事情での作付中止や規模縮小があ
った。また、青森県などで７月中旬か
ら８月中旬の日照不足で根部の肥大が

抑制されたこともあり、１０ａ当たり収
量は２００㎏（５％）減、出荷量も８％減
少している。
秋ニンジンも同様に作付中止や規模
縮小があったほか、北海道で作柄の良
かった前年産に比べ、７月の日照不足
により肥大が抑制されたため、１０ａ当
たり収量は１４％、収穫量は１７％と、と
もに大きく減少した。
〈タマネギ〉
作付面積は２万５２００ha で前年産よ

り３００ha（１％）減少した。収穫量は１１
万８０００ｔ（１１％）、出荷量は１０万８１００ｔ
（１１％）と大きく増加した。
１０ａ当たり収量も５２０㎏（１２％）増の

４８２０㎏となった。これは、北海道が作
柄の悪かった前年産に比べ天候に恵ま
れ、生育良好で大玉傾向となったため
と同省は分析している。

農水省は、４月１１日～２８日までの間、
４７都道府県に対しシャインマスカット
の未開花症の発生状況についてアンケ
ート調査を行った。調査結果が５月１９
日に公表された。
未開花症については、作付けされて
いる４６都道府県のうち３０で、東北から
九州まで広く発生が確認された。発生
していると回答した３０のうち１９におい
て品質・収量の低下の発生報告があっ
た。発生した年や地域について一定の
傾向は見られず、園地や樹体によって
発生の仕方が異なっており、発生に一
定の傾向は見られないとの回答が多く
を占めている。

発生状況の報告では、「同じ地域
でも発生程度にバラツキがある」な
ど発生に一定の傾向が見られないと
する意見が多かった。
考えられる発生要因については、
発生事例に一定の傾向が見られない
こともあり、具体的な回答のない県
が多くを占めている。回答のあった
考えられる発生要因については、気
象要因や着果負担、施肥量、養分の
過不足、樹勢の強弱の影響が報告さ
れている。
同省は、さらなる原因究明及び対
策の確立に向けて発生実態の調査と
園地の状況調査を進める予定だ。

発病した様子

写真提供：近畿大学

現在、肥料原料は多くを輸入に頼っ
ているが、以前よりも輸入が困難な状
況となっている。そのため、国内の未
利用資源を活用して、原料を安定確保
することが重要となっている。未利用
資源のうち下水道汚泥については、肥
料などへの農業利用が約１０％程度とな
っており、さらに利用拡大できる余地
がある。
そこで関東農政局は、汚泥肥料の利
用を促進することを目的として、２２年
度に「汚泥肥料の活用推進プロジェク
ト」を実施した。同プロジェクトでは、
汚泥肥料を利用する上での利点と課題
を調査し、各種の事例集やリーフレッ
トを作成。ホームページで公開してい
る。
資料の１つである「汚泥肥料を利用
している生産者事例集」では、実際に
汚泥肥料を施用している生産者の事例
を作物別に紹介している。事例として

は、ブロッコリー、タマネギ、ネギ、
レタス、キャベツのほか、参考事例と
してトウモロコシ、牧草やリンゴなど
で施用試験を行った結果も紹介されて
いる。そのほかにも、品質管理に取り
組む汚泥肥料生産業者マップなどもあ
るので、取り組みの参考にしたい。
同プロジェクトのホームページは、
「汚泥肥料の活用推進プロジェクト調
査事業」と検索するか、ＱＲコードか
らアクセスすることができる。

関東農政局の資料から

スマートフォンを
お持ちの方は
こちらから

単一菌叢 菌寄生菌の
処理回数

単一菌叢内での正常な分生子柄の数（本） 胞子の放出
回数（日） 胞子の放出数（個）２）

菌寄生菌の処理前 菌寄生菌の処理後１）

５日目 ０回 １５．４±４．０ ａ １４０９．０±１００．１ ａ ２８．２±２．２ ａ １２４７６１．０±１２１５７．４ ａ
５日目 １回 １２．０±１０．６ ａ ０ ｂ ４．６±０．９ ｂ １５６．２±１０８．３ ｂ
１０日目 １回 ７５２．１±１７０．４ ｂ ０ ｂ ８．２±０．８ ｃ １１６７．０±７４５．９ ｃ
１５日目 １回 １１３０．７±１４５．９ ｃ ８６４．８±９１．２ ｃ ２４．６±３．０ ｄ ６１５３０．４±８７８５．３ ｄ

近畿大学の資料から

汚泥を肥料原料に活用推進「「菌菌寄寄生生菌菌」」ででメメロロンンううどどんんここ病病抑抑制制
事例集やリーフレット公開新たな防除法として期待

⬇

春・夏秋野菜は減少もタマネギ１１％増
２２年産指定野菜収穫量

シャイン未開花症３０県で発生
農水省 原因特定には至らず
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地域で集い、開拓営農と農畜産物の
消費の推進に努める戦後開拓酪農家が
いる。複数の開拓農家が参加する「千
歳市グリーン・ツーリズム連絡協議会
（以下、ＧＴ協議会）」の活動と、中

い ち こ あ さ こ

島以知子さん（６１歳）と妹・安佐子さ
ん（５８歳）が経営する合同会社なかじ
ま農園の歴史を紹介する。
～ＧＴ協議会での開拓農家の皆さん
の活躍～
「ＧＴ協議会」は、食農講座や、直
売所や農場巡りのバスツアーの開催な
どを主な活動内容としており、グリー
ン・ツーリズム（農山漁村で、自然な
どとの交流を通じた体験を楽しむ滞在
型の余暇活動）の普及を図り、観光客
誘致のための活動などを実施すること

を目的に結成された。「わが村は美し
く―北海道」運動第９回コンクールで
奨励賞を受賞している。
３月４日に開催された食農講座「食
品ロスの削減に向けて」では、複数の
開拓農家が発表。副会長である中村由
美子さんの牧場（中村牧場）からは、ブ
ロッコリーの葉など捨てられてしまう
部分を使った節約レシピや酪農経営の
厳しい現状について、なかじま農園か
らは、長期保存ができ栽培が比較的
簡単な新顔野菜（コールラビ、テーブ
ルビーツ）についての紹介があった。
～なかじま農園の歴史～
以知子さんと安佐子さんの祖父・

じ ろ う

治郎さんが終戦で旧満州の開拓か
た す け

ら、父・太助さんと太助さんの姉妹
の、はるのさんと３人で長野県に帰
国。その後、４７（昭和２２）年、北海

お さ つ

道の上長都へ入植し、５３年に国有貸

付牛を導入。５６年に自衛隊の演習地と
して買収されたことから、現在の千歳
市中央へ再入植。なかじま農園がスタ
ートした。

さ き こ

経営が父・太助さんと母・咲子さん
に移った後、安佐子さんが酪農を受け
継ぎ、以知子さんは経理担当としてな
かじま農園に携わる中で、自家消費用
に野菜栽培もスタート。将来の事業展
開を見据え、観光農園を開設した。現
在では野菜直売と収穫体験なども行っ

ている。
牧場で育成牛２４頭を飼養しながら、
牧草を育てつつ小麦と大豆も栽培。牧

あ や こ

場は以知子さんの姪・綾子さんが後継
する予定で、今後の展望を模索中。体

ほ っ こ う

験農園（千歳市北光）は１５０㎡ほど。
今後のなかじま農園の目標は、無理
せず背伸びせず、次世代の負担をなる
べく減らした上でバトンタッチを行う
こと。次世代の経営者として未来を見
つめる綾子さんの活躍が楽しみだ。

全開連主催の「開拓豚
友の会」で発表された養
豚に役立つ技術を、前号
に引き続き紹介する。現
在、飼料など資材の高騰
は著しく、少しでも工夫
できる点を改善したい。
佐賀県畜産試験場は発表
で、実際にコストカットが行えた事例
を紹介した。

きゅう じ

●給餌箱から飼料が多くこぼれてい
たある農場で、同試験場が経営診断の
際に給餌箱からの飼料のこぼれを指摘
したところ、肥育豚１頭当たり約２０㎏
の飼料を低減することができた（図）。
この農場の給餌箱は、飼料がいっぱ
いに入り、重量圧と調整口が広く必要
以上に飼料がでることで、飼料がこぼ
れやすくなっていた。
こぼれを防ぐために、給餌箱に入れ
るパイプを長くして流入量を制限する
とともに、飼料が出てくる調整口を狭
めて出てくる量を調整した。
給餌箱を調整することにより、年間
出荷を２０００頭、飼料代を７０円／㎏で試

算すると、年間２８０万円の飼料費低減効
果を得ることができた。
飼料が出る量を抑えすぎても豚のス
トレスになるため、調節は慎重に行う
必要があるが、うまく調整することで、
かなりのコストカットにつながる。
●衛生管理を徹底することで、呼吸
器病を中心に疾病の低減を図ることが
でき、１９年から約４日、２０年から約１
日、出荷日齢を短縮することができた。
仮に２日短縮した場合、（年間出荷を
２０００頭、飼料代を７０円／㎏で試算する
と、）年間９８万円の飼料費低減効果へ
とつながる。
現在の飼養施設を活かして取り組め
る工夫を行うことで、少しでもコスト
カットをしていきたい。

佐賀県畜産試験場の資料から 酪農経営の厳しさは現在も続いてお
り、少しでも資材費の節約ができる技
術を取り入れたい。北海道立総合研究
機構は木材を「薄層加工資材」に加工
して敷料にし、コストカットをしなが
ら効率性を高める技術を開発。特許を
取得した。
薄層加工資材（写真１）は、木材を

０．０５～０．１㎜程度の薄さに加工する。
「超仕上げカンナ盤」と「カッター切
断機」を併用する。製造歩留まり率（容
積換算）は１８２０％以上で、オガ粉の４
～５倍。原材料費を５分の１、電気代
も３分の１に抑制でき、オガ粉よりも
製造費を低減することができた。

たい

堆肥化処理でも、乳牛ふん尿１ｔに
対し１７．８㎏の使用量で１８０日後に完熟
堆肥となり、オガ粉と比べて１／１０以

下の使用量に低減できる。敷料適正評
価でも、牛群は普段から使用している
オガ粉よりも薄層加工資材の敷かれた
牛床を選んだ。また、オガ粉と比べて
使用前後の細菌数が極めて少なく水分
活性も低いことから、環境性乳房炎へ
の抑制効果も期待できる。
薄層加工資材の製造のための超仕上
げカンナ盤（写真２）は基本的に木工
メーカー以外は持っていないため、中
古市場から調達するのが適当とみられ
る。
また、近所に生えている木でも、両
面を太鼓落とし加工をしたものであれ
ば利用可能。廃材についても、シロア
リ対策剤のヒ素等を塗布していないも
のは利用しても問題ない。
留意点として、薄層加工資材は極め
て燃えやすいため、火気厳禁であるこ
とを挙げている。

写真提供：写真１、２ともに道総研

写真提供：３枚全て中島以知子さん

食農講座で開拓酪農家が発表
中島さ

ん（北
海
道）４代目へ継承目指す

「千歳市グリーン・ツーリズム連絡協議会」
の開拓農家女性後継者の皆さん（向かって
左から中村由美子さん【中村牧場】、中島以
知子さん【なかじま農園】、小路信子さん【小
路農園】） 以知子さんの姪御さんの綾子さん

オガ粉の１／１０以下で完熟たい肥
敷料 薄層加工資材、乳房炎抑制効果も安佐子さんが栽培している大豆畑

（写真１）薄層加工資材 （写真２）薄層加工用超仕上げカンナ盤

飼養管理改善で高騰対策
開拓豚友の会研修会から②
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本紙１面で、口蹄疫が韓国で発生し
たことを紹介した。２０００年と１０年に日
本国内で発生した際は、いずれも国内
発生前に韓国での発生が確認されてい
る。
現在、国内への侵入リスクが極めて
高い状況が続いているため、感染予防
を徹底する必要がある。
〈感染予防の基本〉
農場の出入り口に看板を設置するな
どして関係者以外の立ち入りを制限す

る。農場に出入りする際は、専用の靴
や衣服を着用し、手指を消毒するほか、
持ち込む物品や出入りする車両の消毒
を徹底する。また、畜舎の出入り口に
専用の靴や踏み込み消毒槽などを設置
することで、出入りする人の靴底の消
毒も徹底する。
従業員も含め、口蹄疫が発生してい
る国への渡航は可能な限り控え、発生
国の農場からの郵便物などは衛生管理
区域に持ち込まないようにする。

〈効果的な消毒を〉
衛生管理区域に立ち入る場合には、
専用の靴や衣服を着用し手指消毒を実
施する。また、畜舎ごとに専用の靴また
は踏み込み消毒槽を設置し、使用する。
踏み込み消毒槽の消毒液は、汚れで
効果が薄れるため、汚れを落としてか

ら消毒する。消毒薬が汚れてき
た場合は直ちに交換する。農場
に出入りする車両を消毒する時
は、タイヤ以外にも泥よけの内
側部分まで消毒する。そして、
衛生管理区域内で降車する場合
は農場専用のフロアマットなど
の使用や車内（ハンドルやドア

ノブなど）の消毒を実施する。その際、
逆性石けんやアルコールは口蹄疫の消
毒薬としては向かないほか、酸性とア
ルカリ性の消毒薬を同時に使用すると
消毒効果が弱まるので注意する。
これらのポイントに注意を払い、十
分に口蹄疫対策を行いたい。

気象庁が全国の３ヵ月予報（６～８
月）を発表した。全国的に平年並みか
高い気温になると予測されるため、今
年も暑熱対策に取り組みたい。
☆暑熱ストレスに警戒☆
肉用牛の適温域は、育成牛で４～

２０℃、去勢肥育牛で１０～１５℃が目安。
適温域を超えた場合、体内の熱を放出
するためにエネルギー消費量が増える
のに対し、飼料摂取量は減少してしま
うため、生産性の低下につながる。
飼料は、日中を避け朝夕の涼しい時
間帯に給与し、粗飼料は良質で消化の
良いものを給与する。暑熱の影響で粗
飼料の食いが落ちないように、暑熱対
策専用の飼料や活性酵母、生菌剤を利
用するのも手である。夏場は飲水量が
多くなるため、清潔で新鮮な水を給与

し、必要に応じてビタミンやミネラル
の補給を行う。そして、密飼いを避け
ることで体感温度を下げ、夏バテを防
止することで飼料効率を高めたい。
☆牛舎での環境対策☆
夏の西日は、牛舎の奥まで差し込み
温度上昇の原因となる。寒冷紗やよし
ずによる日除け、樹木などによる緑の
カーテンなどを用いて日陰を作る。
屋根からの熱も無視できない。牛舎
の屋根に石灰を塗ることで、日差しを
反射させることができる。その際、ド

は

ロマイト石灰を使えば従来よりも剝が
れにくくなる。牛舎の屋根を二重にす

る方法や、井戸水を用いた屋根散水を
行うことで断熱効果を得ている会員農
家もいるので参考にしたい。
牛舎内では、屋根裏や壁などに断熱
材を設置することで断熱効果が期待で
きる。現場では、換気扇の老朽化や掃
除不足によって、十分に換気できてい
ないケースがある。これは電気代ロス
にもつながるため、点検や掃除を必ず
行い、牛舎内の熱排出と体熱放散を助
けるために有効活用したい。
☆ハエ対策でストレス回避☆
暑い時期は、ハエなどの虫の発生ピ
ークである。伝染性疾患の病原体を持

ち込んだり、ストレスとなって生産性
の低下を招くため、防除は重要となる。
ハエは、家畜のふん尿やこぼれた飼
料、汚水だまりなど、水分や有機物が
多い場所に産卵する。食べ残しやこぼ
した飼料はこまめに掃除する。また、

た い

早めにふんを取り除き、堆肥舎での発
酵などで処理する。高温乾燥でふ化率
が減るため、日光の熱を蓄えて堆肥の
温度を上げたり、こまめに切り返して
高温発酵を進めてふ化を防ぐ。
掃除が難しい場所はウジに効く殺虫
剤や消石灰散布が効果的。成虫にはト
ラップや粘着シートの設置、殺虫剤の
散布で対策するが、薬剤耐性や牛体に
かからないようにするなど注意点が多
い。幼虫は成虫の４倍いるといわれて

つぶ

おり、発生源を潰すのが効果的である。

牛などの反すう家畜が放出するメタ
ンは、温室効果ガス全体の約５％を占
めるとされ、その抑制と軽減が課題と
なっている。
株式会社ユーグレナと帯広畜産大学
の共同研究で、微細藻類ユーグレナ（ミ
ドリムシ）と海藻のカギケノリの混合
飼料が、反すう家畜の健康を損なうこ

となく排出メタン量を軽減することが
発見された（写真）。研究では、飼料
の一部をユーグレナとカギケノリの混
合物に置き換え、家畜の健康とメタン
排出量軽減との両方に配慮し、飼料代
替できる最大の割合を検討した。
ユーグレナとカギケノリの様々な割
合の飼料を作製し、牛から採取した胃

液に浸した後で発生するガス成分の変
化を観察し、メタン発生量への影響を
評価した。その結果、通常飼料と比べ
て、カギケノリ１％にユーグレナ２５％
を添加した飼料では、メタン発生量が
４０％減少したことが確認された（図）。
次に、第一胃内で産生される揮発性
脂肪酸（主要エネルギー源。以下、Ｖ
ＦＡ）の飼料による影響を調べた。同
様に、ユーグレナとカギケノリの混合
割合を変えた複数の混合飼料を作製
し、測定した結果、一部でＶＦＡの減
少が認められ、増体に悪影響を及ぼす
可能性が示された。

これらの研究結果から、カギケノリ
１％にユーグレナを２５％まで配合した
組み合わせが、牛の健康に悪影響を及
ぼさず、メタン排出量の軽減に寄与す
る可能性を示した。
同社は、今後も研究を続け、ユーグ
レナの飼料利用の事業化を目指すとし
ている。

（一財）畜産環境整備機構は、畜産
たい

農家などの堆肥問題の現地調査・相談
の受け付けを始めた。昨年度に続いて
今年度も無料で行われる。
堆肥の熟成法、耕種農家の好む堆肥、
堆肥製造のコスト高、堆肥の遠距離流

通などの問題に対し、堆肥製造などの
専門家が派遣され、現地調査・相談を
費用負担なしで受けられる。
この事業は、農水省の補助事業「堆
肥流通体制支援事業」によるもの。詳
しくは、同機構ホームページを参照さ
れたい。
予算に限りがあるため、早めの連絡
を呼びかけている。

（一社）日本養豚協会は３月３１日、
２２年度の「養豚農業実態調査報告書」
を発表した。６８１件から回答を得たも
の。後継者については、「決まって
いる」が２６．６％、「後継者はいない、
後継者は考えていない」が２４．１％な
どで高い。
肉豚の出荷状況、繁殖・肥育等の
成績は図のとおりとなっている。

肉豚の出荷状況（２１年度の決算期間）
肉豚出荷日齢平均（生後日齢） １８２．６日齢

平均出荷時体重 １１３．４㎏

平均枝肉重量 ７４．７㎏

１日平均増体重 ６２１．０ｇ／日

繁殖・肥育等の成績（２１年度の決算期間）
平均哺乳開始頭数 １１．５頭

平均離乳頭数 １０．３頭

平均育成率 ９０．２％

平均分娩率 ８５．５％

母豚回転数 ２．３回

（一社）日本養豚協会の資料から

推奨される設置方法推奨される設置方法口蹄疫対策ポイント解説口蹄疫対策ポイント解説
➡ ②消毒液の槽

↑
➡ ①水洗の槽

➡➡ ②消毒液の槽

↑
➡➡ ①水洗の槽

感染予防の徹底を

写真：農水省の資料から

換気扇の点検・掃除で快適に
ハエ対策も徹底を

ユーグレナ×カギケノリ混合飼料
排出メタン量を軽減

� �
後継者「決まっている」約３割

左：ユーグレナ粉末（緑色、イメージ）、右：カギケノリ（赤紫色の海藻、イメージ）
写真・図ともに株式会社ユーグレナの資料から ２２年度 養豚農業実態調査

畜産環境
整備機構堆肥のお悩み相談
今年も無料で可能
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

マダニを媒介としたＳＦＴＳウイル
スによる感染症（重症熱性血小板減少
症候群）が西日本を中心に広がってお
り、近年では富山などの北陸、東京、
千葉の南関東でも確認され、東日本へ
の広がりを見せている。
この感染症は、野生動物が運ぶマダ
ニとの接触機会が増える春から秋にか
けての感染が多く、農作業中の感染が
半数以上を占めているので、注意が必
要となる。これまで、全国に分布する
フタトゲチマダニ（写真）と東北以南
のタカサゴキララマダニの媒介が確認
されている。

国立感染症研究所の調べでは、２０１３
年に山口県で人への感染が確認されて
から約１０年間で８００人以上が感染し、
その約３割が死亡している。感染者数
を県別でみると（５月１４日時点）、宮
崎が最多の１０２人、広島７５人、山口６８
人、高知６７人、鹿児島６６人、長崎６２
人、島根４４人などとなっている。
今年の２月１日から５月１４日の約３
ヵ月半で４２人が感染しており、感染の
スピードが増している。
厚生労働省でも、２１年３月に静岡県
で東日本初、６月に愛知県での発生を
公表している。また、１７年にすでに千

葉県で発生していたことも確認され
た。
マダニは山林や草むら、ヤブなどに
生息しており、近づいた動物や人に寄
生し吸血する。体長は、種類にもよる
が、成ダニで３～８ミリメートルと目
視可能な大きさである。
予防法としては、長袖、長ズボンな
どを着用して皮膚の露出を避け、ズボ
ンやシャツの裾などを入れ込んでマダ

ニの侵入を防ぐことが有効。明るい色
の服を着ると目視しやすい。
マダニに対する忌避剤（虫よけ剤）
として、ディート、イカリジンの２種
類が有効成分とされ、市販されてい
る。
これまでも、農作業や屋外活動でマ
ダニに噛まれた人も多いと思われる
が、危険レベルを１段階アップして、
危機管理を徹底したい。

梅雨入りで荷動
きが鈍く、弱も
ちあい続くか

５月は結婚式需要への期待も、残念
ながら大きな動きは見られなかった。
北海道を除く全国で梅雨入りして、
天候不順が続きそうな気配なので、し
ばらくは動きも鈍い状態が続きそう。
台風も早い時期にやってきて、インバ
ウンド景気に水を差すことになりそ
う。
部分肉では、ロース、カタロースの
動きが鈍く、梅雨明けまでは弱もちあ
いが続く見込み。
輸入は前年より少なくなる見込み。
一方、６月の出荷頭数は全品種で前
年同月を上回り、５月と比べてもやや
増加する見込み。
【乳去勢】５月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速

報値）は、９７１円（前年同月比８８％）と
なり、前月より１０８円下げた。
【Ｆ₁去勢】５月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１５１５円（９５％）、Ｂ２が１３５１円（９３％）
だった。前月に比べ、Ｂ３は７円、Ｂ
２は５円いずれも上昇した。
【和去勢】５月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２４９円（９６％）、Ａ３が２０２８円（９５％）
だった。前月に比べ、Ａ４が７９円、Ａ
３は７８円それぞれ下がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は６月
の輸入量を総量で４万８０００ｔ（前年同
月比８３％）と予測。内訳は、冷蔵品１
万９１００ｔ（８４％）、冷凍品が２万８９００ｔ
（８３％）。冷蔵品は、米国産が現地価格
の高騰により、前年を下回るとみられ
る。冷凍品は、主要国である豪州産、
米国産が下回るので、前年同月を大幅

に下回ると予測した。
相場が停滞する時期で、出荷頭数も
多くなるので、相場は弱もちあいが続
きそう。
早く梅雨が明け、夏本番の焼肉シー
ズンがきて、日本が活気づくことを期
待する。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９５０～１０５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１５５０～１６５０円、同Ｂ
３が１４００～１５００円、同Ｂ２が１２５０～
１３５０円、和牛去勢Ａ４が２２５０～２３５０円、
同Ａ３が２０００～２１００円での展開か。

強もちあい続き
上、中、並の差
が狭まる

５月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６４５円（前年同月比
１０２％）、中物は６３０円（１０３％）となっ
た。前月に比べそれぞれ８３円、８５円上
がった。
６月初めには並でも７００円を超えた

日もあり、好調が続いている。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、６月は１３１万１０００頭
（前年同月比９８％）とや
や減少の見込み。前月と
比べると、２万４０００頭減
の見込み。今後も例年通
り出荷頭数は減少傾向と
なる。
農畜産業振興機構の需
給予測によると、６月の
輸入量は総量で８万１９００
ｔ（前年同月比９２％）の
見込み。内訳は、冷蔵品
３万２９００ｔ（９４％）、冷
凍品４万９０００ｔ（９１％）。

冷蔵品は前年同月よりかなり下回る。
冷凍品も欧州の現地相場の上昇や為替
の影響で、前年同月を大きく下回る予
測。
出荷頭数が減少し、輸入量も前年を
下回ることから、相場は強もちあいで
推移しそう。上、中、並の価格差も狭
まってきている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６５０～７００円、
中物は６００～６５０円で推移か。

スモール価格は
上昇止まらず、
強含みか

【スモール】５月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が６万９３９０円（前年同
月比５６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１２万３３４０
円（６５％）となった。前月に比べ、乳
雄は１万４７５円の上げで、Ｆ₁も１万
１３８２円の上げとなった。
関東では、乳雄で１０万円を超えてい
る市場があり、頭数が少ないこともあ
り上昇は続きそう。Ｆ₁も北海道と関東
で７万円以上の差があり、平均価格の
上昇は続く見込み。
【乳素牛】５月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１７万６３５７円（前年同月比８４％）、Ｆ₁去
勢は３３万８６３０円（９４％）だった。前月
に比べ乳去勢は２万９７５９円上げ、Ｆ₁
去勢は１万８６１５円下げた。今、素牛と
して出てくる牛はスモールの時最安値
だった牛たちで、頭数は多くなる見込
み。Ｆ₁去勢、乳去勢とも弱含みの展開
になりそう。
【和子牛】４月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６３万８５８０円（前年同月比８８％）となっ
た。前月に比べ、４万７１８９円下げた。
和子牛も、頭数増加が見込まれ、市
場によるバラツキが大きく不安定であ
り、弱含みで推移か。

５月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７３１ ６６２ ３２０ ３０１ １７８，０１２ １３８，６３３ ５５６ ４６１
Ｆ₁去 ２，４３９ ２，０５６ ３４５ ３３９ ３３１，１７４ ３５６，５５９ ９６０ １，０５２
和去 ２，６１６ ２，３１５ ３３７ ３２８ ７４０，５７６ ７５３，０２９ ２，１９８ ２，２９６

東 北
乳去 － ０ － － － － － －
Ｆ₁去 ３ ５ ３３７ ３２３ ２５７，０３３ ２２８，１４０ ７６３ ７０６
和去 ２，５９６ ４，８７０ ３２７ ３２６ ６０５，８２９ ６６９，０１６ １，８５４ ２，０５４

関 東
乳去 ２１ ４４ ２６２ ２９７ ２５４，２５７ ２８０，６７５ ９７０ ９４６
Ｆ₁去 １６０ １７２ ３６０ ３５４ ３５２，２６２ ３６２，４８８ ９７７ １，０２５
和去 ７２４ ８５２ ３３２ ３１５ ６７１，３２８ ７２０，５９５ ２，０２３ ２，２８９

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ０ ７５ － ２７７ － ６２９，４０５ － ２，２７２

東 海
乳去 ０ ０ － － － － － －
Ｆ₁去 ６３ ４８ ３３７ ３１５ ３３８，０１４ ３２６，６０９ １，００４ １，０３６
和去 ４５１ ２６０ ２８６ ２７２ ６８０，８７３ ７０８，７３４ ２，３８１ ２，６０７

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４３０ ４０８ ２６０ ２６３ ７６１，５０７ ７５４，４３８ ２，９２９ ２，８６４

中 四 国
乳去 ６５ ９０ ２８２ ２８０ １４５，０４８ １３９，６３９ ５１４ ４９９
Ｆ₁去 ２８６ ２５２ ３３２ ３２９ ３５５，３９２ ３６４，２２７ １，０６９ １，１０６
和去 ６３８ １，０５５ ３１３ ３０８ ６０９，２３３ ６７１，１５５ １，９４８ ２，１７７

九州・沖縄
乳去 １７ ０ ３２７ － １３８，５３５ － ４２４ －
Ｆ₁去 ４３６ ３９０ ３３８ ３２１ ３６４，９９５ ３７１，４７０ １，０８１ １，１５８
和去 １１，１０３ ７，７６９ ３０３ ２９９ ６１５，２８７ ６７６，４６７ ２，０３２ ２，２６６

全 国
乳去 ８３５ ７９６ ３１６ ２９８ １７６，３５７ １４６，５９８ ５５８ ４９２
Ｆ₁去 ３，３８７ ２，５２８ ３４４ ３３９ ３３８，６３０ ３５７，２４５ ９８４ １，０５４
和去 １８，５５９ １５，５０１ ３１１ ３０７ ６３８，５８０ ６８５，７６９ ２，０５３ ２，２３４

注：（独）農畜産業振興機構（alic）の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

フタトゲチマダニ

（出典：国立感染症研究所ホームページ）
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畜産物需給見通し

たかがマダニされど危険
西日本から東へ勢力拡大


